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「総合演武祭の開催にあたって」 
 

副学長（学生支援担当）      
應援團・柔道部・バレーボール部顧問 岡山 敏哉 
（工学部建築学科） 

 
 

 
このたびは第５６回総合演武祭の開催おめでとうござい

ます。 
この回数が示しているとおり、半世紀以上続く伝統ある演

武祭ですが、今年も應援團をはじめ、剣道部・柔道部・空手
道部・北道院拳法部・合気拳法部・合気道部の武道系のクラ
ブが一堂に会して、その演武を披露してくれることをたいへ
んうれしく思います。 
昨年は、残念ながらコロナ禍でオンラインでの配信となりましたが、部員諸君の迫力ある

演武は、画面を通してでも、見る側の心を打ちました。今年は、二年ぶりの「ライブ」で、
その視覚に加え、演武を披露してくれる諸君の気迫により圧力のかかった空気が迫ってく
る感覚を味わえることをたいへん楽しみにしています。 
私自身、中学･高校時代剣道部に所属しており、その練習を通して、技だけでなく、礼儀、

姿勢、間合いといったことも学びました。現在應援團と柔道部の顧問をしておりますが、部
員諸君と接する度に、礼儀の正しさや姿勢の良さなどにいつも感心しております。このよう
な礼儀や姿勢は一朝一夕で身につくものではなく、日頃の精進の賜物だと思います。演武を
披露してくれる部員諸君が日頃の成果を充分に披露し、達成感をもつことのできる充実し
た演武祭となることを心から祈念いたしますが、一方でその演武を目の当たりにした学生
諸君が、演武の美しさ、相手との間合い、そこに生まれる緊張感に深い感銘を受けるととも
に、人間関係に欠くことのできない礼儀や姿勢を学び、自らの人間形成に活かすことも期待
しています。 
最後になりましたが、演武を披露してくれる部員諸君ならびに演武祭の実現に向けて尽

力し、伝統をつないでくれた学生諸君や関係者の方々に謝意を表して、私からの挨拶に代え
させていただきます。 
 

 

 

 



「第 56 回総合演武祭の開催に寄せて」 

  
体育会 会長  
剣道部顧問 皆川 健多郎 
（情報科学部データサイエンス学科） 

 
 
新型コロナウイルス感染症との闘いは続いています。2021 年
度も年度が始まり間もなくして、まん延防止等重点措置、緊急事
態宣言といった状態が続きました。しかし、9 月末で宣言も解除
され、その後、本学の講義も対面を主体とした形態へと移行をし、
キャンパスにも賑わいが戻ってまいりました。そのような中、本
演武祭も昨年度のオンライン開催から一歩進めて、観客を制限し
てではございますが対面での開催となりました。開催に際してご
尽力賜りましたご関係者のみなさまに、心より感謝申し上げま
す。 
本年度は東京オリンピック・パラリンピック 2020 が 1 年遅れで開催され、日本選手も多
数のメダルを獲得しました。しかし、それ以上にスポーツのすばらしさに改めて気づく機会
をいただいたのではないかと思います。また柔道に加えて今大会では空手も新たに採用さ
れ、武道について触れる機会にもなったことではないかと思います。 
一方で、武道系の稽古は、屋内、近距離、かつ接触を伴うことからも感染対策においては
一段と慎重な配慮が必要とされました。学内での稽古再開にも学生課の指導の下、厳正なる
計画を立案し、人数も制限しての実施となりました。成果を発揮する大会も中止となりモチ
ベーションを維持することも困難であったことは想像以上だと思いますが、それでも諦め
ずに稽古を続け、今日に至られたことも武道の精神があるのだと思います。 
先行きの見通しがつかない、不確実な状況がコロナにかかわらず、これからはますます激
しくなることが想定されます。しかしそれが条件であるとすれば、私たちはその下での良い
手段を志向する必要があります。そして、この時代を生き抜く手段として武道の稽古の姿、
地道な取り組みがあると私は思います。日々の鍛錬の成果を、本演武祭にてご披露いただけ
ることを期待しています。 
 

 



「第５６回総合演武祭に寄せて」 
 

体育会 副会長  
漕艇部顧問 東本 慎也 
（工学部 応用科学科） 

 
 
世界規模での新型コロナウイルス（COVID-19）感染症拡大の
ため、日常生活に恐怖や不安を感じ、また、社会生活では「ニュ
ーノーマル」な新しい働き方に不安を抱えた方が多くおられる
ことと存じます。感染拡大により生活に影響を受けられた皆様
に心よりお見舞い申し上げます。また、コロナウイルス感染症
に最前線で闘っておられる医療従事者の皆様へ敬意と感謝を申
し上げます。 
このような状況下において、本日までクラブ活動を通して、研鑽を積まれてきた皆様のお
気持ちを考えると、総合演武祭の開催が途切れることなく、第 56回目を無事に迎えられる
こと、大変嬉しく思います。 
半世紀以上に及ぶ伝統ある演武祭では、工大の武道系団体に所属する部員が、師匠や先輩
から武道の心と技を継承し、日頃の心身の鍛錬から繰り出される迫真の演武を披露し合い
ます。 
剣道、柔道、空手道、北道院拳法剣道、合気拳法、合気道からは、これまでに培ってきた
多彩な型、組手、技、そして應援團からは、気合いの入った迫力ある声量と技が、観客を魅
了してくれることでしょう。多くの方々に武道の醍醐味を肌で感じ取って頂ける絶好の機
会です。ご期待ください。 
武道は、修錬して心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する
といった“人間形成のための道しるべ”の１つであると言っても過言ではありません。武道を
垣間見ることで、これからの混沌とした社会において生き抜くためのヒントが得られるの
ではないでしょうか。 

 最後になりますが、演武祭を運営するにあたり、ご尽力頂きました体育会本部ならびに
学校関係の方々に感謝の意を表します。 

 

 



式次第 
 

１．開祭式 

 

２．体育会 剣道部の演武 

 

３．体育会 合気拳法部の演武 

 

４．体育会 柔道部の演武 

 

５．体育会 北道院拳法部の演武 

 

６．体育会 合気道部の演武 

 

７．体育会 空手道部の演武 

 

８．應援團の演武 

 

９．閉祭式 



体育会 剣道部 
主将 坂田 慎太朗 

  （知的財産学部 知的財産学科 ３回生） 
 
 現在、剣道部は男子 24 人で活動をしております。コロナ禍により
剣道様式が大きく変わってしまいましたが、日々の練習に打ち込ん
でいます。そして先月行われた「関西学生剣道優勝大会」ではベス
ト 8に進出し、全国大会に出場することができました。これからも
剣道部の応援をよろしくお願い致します。 
 
【演武内容】 
・日本剣道型 1本目から 8本目 
 

 

 
 
 
 
 



体育会 合氣拳法部 
 

主将 岡本 果穂 
(工学部 電気電子システム工学科 ２回生) 

 
 合氣拳法とは、剛術である突き、蹴り、及び柔術である投げ、
極め技等を融合させた総合武術で、現代武術に即応できる技の取
得を目指しています。男女経験問わず部員を募集しておりますの
で、ぜひ見学に来てください。運動不足解消、ダイエット、スト
レス解消、なにか新しいことをやりたい、お悩み相談など、どん
な目的でも大丈夫です。普段は空手と合気の練習を中心に行って
おり、演武祭では稽古の成果をお見せできるよう頑張りたいと思
います。 
 
【演武内容】 
・三人掛け 
・三本組手 

 
 



体育会 柔道部 
 

主将 佐藤 勇斗 
（知的財産学部 知的財産学科 ４回生 ） 

 

 柔道部は大阪府学生柔道大会、関西学生柔道大会、全日本
理工科学生柔道大会などに例年参加しており、全日本理工科学
生柔道大会では準優勝の実績もあります。 
 現在部員は１０名。入学前に柔道をしていた経験豊富なベテ
ランもいれば、大学から柔道を始めた部員もいます。 
 コロナ禍で練習の機会が減った中でも講道館ガイドラインや
学外指導者の指導に則り稽古をしてきました。 
 本日の演武では、普段の練習の一部を披露いたします。 
 
【演武内容】 
・受け身（前・横・後ろ・前回り・飛び込み） 
・打ち込み（背負い投げ・払い腰・大外刈り） 
・投げ込み（背負い投げ・肩車・体落とし・大外刈り・支え釣込足） 
・組み手争い（一分×２本） 

 

 

 

 



体育会 北道院拳法部 
 

主将 中村 奎太 
(情報科学部 ネットワークデザイン学科 ３回生） 

 
北道院拳法部は現在男子 10 人、女子 1人の計 11名で週三日活

動しています。 
普段は大会で入賞することを目標に、ミット打ちやスパーリン

グ、型の練習などをしています。 
演武祭では、フルコンタクトルールの特徴である実践的な組手

や、板割りなどの演武をする予定です。 
大宮キャンパスだけでなく、枚方キャンパス・梅田キャンパス

から来ている部員や、大学から武道を始めた部員も多く所属して
いるので、演武祭を通して興味を持った方は、是非体験に来てく
ださい！ 
【演武内容】 
・ミット打ち、組手 
・板割り、バット折り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



体育会 合気道部 
 

主将 杉田晃一 
（工学部 生命工学科 ３回生） 

 

私たち合気道部は、男子 2 名、女子 1名の 3名で活動していま
す。週 2回 2 時間程度と比較的、兼部や勉強との両立がしやすい
です。稽古には、道場の先生にお越し頂き、実践的に身につける
ことが出来ます。合気道の魅力が皆さんに伝わるよう、稽古の成
果を出して頑張りますのでどうぞ楽しんでください。 

 
【演武内容】 
・規定座技、規定立技、短刀返技 
・護身の形 
・自由技 

 

 
 
 
 
 
 



体育会 空手道部 
 

主将 金廣 勝太郎 
(知的財産学部 知的財産学科 ４回生) 

 

私たち空手道部は、総勢 25 人で男女ともに和気藹々と練
習しています。 
空手は個人競技ですが、練習中は昇格という目標に向かっ

て、部が一丸となって活動しています。良い成績を残せるよ
うに、春・夏には合宿を行います。イベントとして、新入生
歓迎会なども行う予定です。 
演武祭では、洗練された形と迫力ある瓦割りを披露しま

す。迫力満点の演武をご覧ください。 
 
【演武内容】 
・形 
・瓦割り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



應援團 
團長 和泉 匠真 
（工学部 機械工学科 ３回生） 

 

大阪工業大学應援團は、本学体育会系クラブの応援や、文化会系ク
ラブの発表会や催しの支援など、学生の課外活動に関するものだけで
はなく、入学式や卒業式など大阪工業大学の行事を対象に、本学の勝
利や成功、発展を願って応援・支援することとしています。 
 今回の演武祭では、応援の先頭に立ち、応援の指揮をとるリーダー
部、リーダーに合わせ、太鼓を打ち鳴らすブラスバンド部、應援團の
シンボルである團旗を受け持つ旗手部の演武を披露します。 
 

【演武内容】 

・学生歌（演武者：村上 大和 / 太鼓：𠮷𠮷田 拓人） 
・三三七拍子（演武者：𠮷𠮷田 拓人 / 太鼓：村上 大和） 
・應援歌（演武者：小野 岳杜 / 太鼓：𠮷𠮷田 拓人） 
・ポッポ拍子（演武者：和泉 匠真 / 太鼓：村上 大和） 
・大學歌（演武者：和泉 匠真 / 太鼓：村上 大和） 
・團旗（旗手部長 小川 侑我） 
 


